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要旨 本稿では、ディープ・アクティブラーニングを取り入れた異文化コミュニケーション能力育
成プログラムを通して、参加者はどのように変化したか、得たものは何かを探索することである。
PAC 分析を使用して分析を試みたところ、深い学習や深い理解を通して、異文化間能力の習得、メ
タ認知力の醸成が見られた。異文化間能力ではその基盤である Required Attitude（Respect, Openness,
Curiosity and Discovery）の習得がどの参加者にも見られた。
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1．はじめに 
 海外研修に参加した学生は、長期であれ短期であれ、多くの体験をもって帰国する。しかし、そ
の体験は、研修事前の準備と事後の適切な教育的介入がないと、一時的な昂揚感や学習動機の向上、
表面的な文化の理解にとどまってしまい、深い理解にはつながらないことが多い。これでは貴重な学
びの機会を逃すことになるため、教育機関では様々な取り組みが行われている。大学における海外体
験学習研究会（Japan Overseas Experiential Learning Network）では、2004 年の発足当初から海外体験
学習のプログラム構成、実践方法、ふりかえり方法、教職員の関わり方、学習成果の可視化等につい
て検討・研究を重ねている。その中で毎回語られることは、いかに効果的な「しかけ（教育的関
与）」を作っていくかということである。箕曲（2017）は、ラオスでのスタディツアーにおいて、学
びを深めるための 5 つの仕組みを紹介している。それらは、ツアーの事前から事後に至るまで異なる
目標を定めたしかけであり、学生の深い学びを導いている。
海外滞在を「体験・経験」するだけでは学生は成長しない。コルブの経験学習論は、学習は経験
を基盤においた連続的なプロセスの中で起こるとしており、そのためには「具体的経験」「反省的観
察」「抽象的概念化」「能動的実験」の 4 つの要素が必要であるとしている（山川, 2013）。すなわち、
「具体的経験」だけでは学びはなく、その後のプロセスを辿っていくことによって学びが深まり、新
たな知識の獲得（＝学び）が達成される。そのためには、この 4 要素を盛り込んだプログラムを構築
する必要があり、さらにそれぞれの要素が促進される教育的支援が必要である。
近年、アクティブラーニングを通して学習を深める取り組みも多くみられる。アクティブラーニン
グは、教員が一方的に知識を注入する教授パラダイムから、学生が能動的に考え体験していく学習パ
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ラダイムへの、学びの質的転換を意味する。海外体験学習を含む異文化コミュニケーション教育の中
でも、学習者の体験なくして、すなわち教授パラダイムのみでは異文化コミュニケーション能力は養
えず、学習パラダイムで示されているような、学習者が自ら体験して知識を得ることが必須である。
この点においては、異文化コミュニケーション教育にアクティブラーニングは適しているということ
ができよう。そこで籔田（2019）では、アクティブラーニングを深化させたディープ・アクティブラ
ーニングの 3 つの深さ、すなわち、深い学習、深い理解、深い関与（松下, 2016）と、Engestrom（1994）
による学習サイクルの 6 ステップに焦点を置き、異文化体験を深化させる 1 年間のプログラムを策定
した。カリキュラムの柱は、春学期の文献研究、夏休みの短期台湾研修、秋学期の最終レポート作成
である。1 年間の活動に知識の内化と外化のプロセスを意識的に組み込むことにより、能動的で主体
的な学習態度が見られ、学びの深化も確認された。 
本稿では、同じプログラムを 2018 年 4 月から 2019 年 1 月の 1 年間体験した参加者について、ディ
ープ・アクティブラーニングは行われたのか、プログラムから得られたものは何かについて、PAC 分
析を通して考える。 
 
2．学習サイクルの 6 ステップとディープ・アクティブラーニング 
 本プログラムを構成する 2 つの柱となる、学習サイクルの 6 つのステップと、ディープ・アクティ
ブラーニングについて述べる。 
 
2.1 学習サイクルの 6 ステップ 
 Engestrome（1994）は、6 つのステップを示して学習を理論化した（表１）。 
 
表 1 Engestrom（1994）による学習サイクルの 6 ステップ 
1 動機付け 学習者が今までの知識では解決できない問題に直面し、興味や意識を喚起される 
2 方向付け 問題解決に必要な仮説を立て、解決に向けて学習活動を開始する 
3 内化 問題解決に必要な知識を習得する 
4 外化 獲得した知識を適用して問題解決を試みる 
5 批評 外化した結果、知識の限界が見つかり、解決策の再構築を行う 
6 コントロール 一連のプロセスを振り返り、必要に応じて修正を行い、次のステージへ移行する 
 
 この中でキーとなるのは、内化－外化－批評のプロセスである。知識を蓄積する内化のステージ、
蓄積された知識を能動的に使う外化のステージ、そして外化の結果を振り返る批評のステージが学習
を助ける。そしてこれらを含む 6 つのサイクルを循環させることによって学習が促進され、新たな知
が獲得される。これはコルブが提唱する経験学習論の 4 要素とも共通する概念である。十分な内化（知
識蓄積）のない外化、外化（活動）のみで批評（振り返り）がなければ体験は学びにはなりえない。 
 
2.2 ディープ・アクティブラーニング 
アクティブラーニングとは、「一方的な知識伝達型講義を聴くという（受動的）学習を乗り越える意
味での、あらゆる能動的な学習であり、能動的な学習には、書く・話す・発表するなどの活動への関
与と、そこで生じる認知的プロセスの外化を伴う（溝上, 2016, p.7）」と定義されている。ポイントとし
ては、能動的な学習であることと、認知プロセスの外化を伴うことである。「認知プロセス」とは記憶・
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言語・思考・知覚といった情報処理のプロセスである。「外化」とは、内部で生じる認知過程を観察可
能な形で外界に表すことであり、発話、文章化、シミュレーション等多様な手段があり、学習者が得
た知識を使って何かを産出することである。 
松下（2016）はアクティブラーニングの質を高める方法の 1 つとして、ディープ・アクティブラー
ニングを提唱している。ディープ・アクティブラーニングでは、深い学習、深い理解、深い関与の 3
つの深さを求める。「深い学習」では、意味を追求すること、概念を自分で理解することに焦点が置か
れる。具体的には、概念を知識や経験に関連付ける、共通するパターンや根底にある原理を探す、証
拠をチェックし結論と関連付ける、論理と議論を批判的に吟味するなどの活動により、学習を深める
ことができる。「深い理解」では抽象的な思考を要求する。ただ単に事象を理解するということを超え
た、高次の思考が求められる。高次の思考には、分析する、まとめる、評価するといった認知過程が
要求され、その結果、転移可能な概念を発見し、複雑なプロセスを探求することが可能になる。松下
（2016）は、ディープ・アクティブラーニングでは、エンゲストロームの学習のステップにおける、
内化と外化を繰り返す中で理解が深化していくとしている。最後は「深い関与」である。関与とは物
事に engage することを示し、いかに学習者が動機をもって学習や活動に関与しているかがポイントで
ある。協働作業を行うことで他人との関与が生まれ、それが動機付けを高めてより深い学習へ導くこ
ともあれば、自分自身の課題や経験とじっくり向き合うことで、新たな視点を発見することもある。 
 
3．PAC 分析 
本研究では、個人の学びを探求するため、PAC 分析を実施した。PAC 分析の PAC は、Personal 
Attitude Construct（個人別態度構造）であり、個人別の態度構造を測定するために開発されたもので
ある（内藤, 2012）。この方法には、「操作的・実験的・（記述）統計的手法と、間主観的・カウンセリ
ング的・事例記述的手法の両方が包含されている」（内藤, 2012, p.4）。つまり、質的分析と多変量解
析を組み合わせて、個人の態度構造を明らかにする研究方法である。PAC 分析は、テーマに関する
自由連想、連想項目間の類似度評定、類似度距離行列によるクラスター分析、調査対象者によるクラ
スター構造のイメージや解釈の報告、実験者による総合的解釈という手順で行われる。調査では、土
田（2017）が作成した PAC 分析支援ソフト（PAC-assist 2+）を使用した。 
 
4．異文化理解、異文化間能力 
 今回実践したプログラムは、異文化理解を目的とする異文化コミュニケーション教育の一環として
構築された。そのベースとなる異文化間能力の指標として、Deardorff（2006）の異文化間能力ピラミ
ッドモデル（Pyramid Model of Intercultural Competence）を用いた。 
図１に示すように、異文化間能力の基礎には態度（Required Attitude）があり、そこには他者に対
する敬意（Respect）、オープンな心（Openness）、興味関心（Curiosity and Discovery）などが含まれ
る。その上には知識・理解（Knowledge and Comprehension）、とスキル（Skills）が配置されている。
注目すべきは、知識の中に「深い理解と文化的知識（Deep understanding and knowledge of culture）」が
含まれていることだろう。知識・理解とスキルは補完関係にあり、スキルを使って知識・理解を深め
ていく。その上の段には、望ましい内的変化（Desired Internal Outcome）がある。ここでは、下 2 段
の要素を使って異文化学習・体験をした結果、自分の内面に変化が起こり、柔軟に対応しよう、共感
力を持とう、文化相対的な視点を持とうという思いが生ずることを示している。そして最上段は望ま
しい外的変化（Desired External Outcome）であり、異文化間能力が養成された結果、行動やコミュニ
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ケーションスタイルに変化が生じ、自分がイメージした異文化コミュニケーションのゴールに到達す
ることを示している（Deardorff, 2009）。異文化コミュニケーション教育では、望ましい外的変化を生
じさせることが目標であるが、そのためには最下段から必要な要素を積み上げていく必要がある。ま
た、塩澤・吉川・石川（2012）は「多様な視点やものの見方を獲得することは、自文化、他文化を超
えて第三の視点から俯瞰的に両者を見ることを可能にする。いわばこのメタ的視点の獲得が異文化を
理解するということであろう（p.68）」と述べており、メタ認知力の獲得も異文化間能力の 1 つとし
てとらえている。 
 
図 1 Deardorff Pyramid Model of Intercultural Competence 
 
5．研究の目的と方法 
本報告では、2018 年 4 月から 2019 年 1 月の 1 年間の活動を通して、参加者はプログラムから何を
得たのか、ディープ・アクティブラーニングは行えたのかを質的に探究する。1 年間の活動は表 2 の
とおりである。本活動は、短期大学 2 年次の卒業研究ゼミとして通年で行われた授業である。 
 
表 2 1 年間の活動内容 
時期 内容 学習ステップ 
春学期 オリエンテーション 動機付け・方向付け 
 文献購読 内化 
 テーマに対する中間発表 外化 
夏休み 交流活動（台湾 9 日間） 外化・批評・内化 
秋学期 最終レポート作成 外化・批評 
 テーマに対する最終発表 外化・コントロール 
 
オリエンテーションでは、各自の 1 年間の活動に対する期待、ゼミに入った動機、今までの異文化
体験などを確認し、動機付けと方向づけを行った。春学期は文献購読による知識蓄積（内化）と、異
文化で必要なスキルは何かという問いに自分なりの答え（「グローバルマインド」として設定した研修
中の行動目標）を公表する中間発表（外化）を行った。そして夏休み中に 9 日間、台湾の姉妹大学で
行われる交流活動を行った。ここでは現地学生との交流が主な活動で、蓄積された知識の外化、自分
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の行動目標に対する批評、さらに現地で新しく学んだ文化についての内化が行われた。現地での共通
言語は英語であり、場面に応じて中国語、日本語も使用された。秋学期には、体験に基づいて個人で
レポートを作成し（外化と批評）、学期の終わりには今後どのように生かしていくのかも含め（コント
ロール）最終発表を行った。 
 
5.1 研究方法 
今回の対象者は、プログラムを受講した学生 6 名のうち、調査協力依頼に応じた 3 名の女子短期
大学 2 年生である。それぞれの海外渡航経験と 2018 年 4 月時点での英語力は、表 3 のとおりであ
る。参加者には事前に調査の趣旨と内容を書面で説明し、署名をもって研究協力の承諾を得た。 
 
表 3 参加者の海外滞在経験と英語力 
参加者 海外渡航経験 英語力 (TOEIC) 
学生 A 1 年間の留学経験あり 867 
学生 B 短期渡航経験あり 555 
学生 C 海外渡航経験なし 390 
 
 
5.2 調査手順 
 PAC Assist 2+を使用し、まずは連想順位の測定を行った。「1 年間のグローバルマインド研究（文
献研究、台湾研修、レポート作成）のプロセスの中で、どのようなことを得られたり感じたりしまし
たか。頭に思い浮かんだ言葉やイメージを、思い浮かんだ順に記入してい下さい」という連想刺激文
を提示した。参加者は、連想順に思いつく言葉を入力し、その後重要度順に順位付けを行い、マイナ
スかプラスのイメージを入力した（図 2）。 
 
図 2 PAC Assist2+を使った自由連想と重要度順位付け 
 
 その後、項目間の類似度比較、類似度距離行列によるクラスター分析を行い、デンドログラムを
作成した。そして、クラスター分析の結果をもとに、参加者 1 人ずつその解釈についてたずねた。ク
ラスター解釈のインタビュー音声は、協力者の了解を得て IC レコーダーに録音した。 
78 清泉女学院短期大学研究紀要（第 38 号）
6．結果と考察 
 参加者 3 名のクラスター分析の結果を示すとともに、クラスター解釈でのインタビューから、デ
ィープ・アクティブラーニングが行われたのか、1 年間の活動から得られたものは何なのか、異文化
間能力に焦点をあてて考察する。参加者の発言は「 」で示し、（ ）の中は、筆者の解釈を追加し
た部分である。また、発言内の二重線は異文化間能力を、下線はディープ・アクティブラーニングに
関する部分を、点線はメタ認知力に関する部分を示している。 
 
6.1 学生 A 
 学生 A は、1 年の英語圏への留学経験があり、高い英語力を持っていた。どちらかといえば大人し
い性格で、人との関りは苦手と発言している学生であった。クラスター分析の結果、「多様性の理
解」「将来に必要な力」「行動」「楽しむ・興味」の 4 つのクラスターが検出された。 
 
 
図 3 学生 A クラスター分析結果デンドログラム 
 
「多様性の理解」では、人との関わりから、多様性を受入れることの大切さに気付いていることが
観察できる。このクラスターの解釈は「多様性を理解することがすべてのベースで、他のものが出て
くる感じ」であり、多様性を受入れる重要性に気付いている。その背景には高校までの環境が大きく
影響している。「高校まで（同じ）村なので知っている人ばかりで、短大や台湾で色々な人がいて結構
大変だったけど、1 年間色んな活動をやって、否定しないでこういう人もいるって思えるようになっ
た。人と関わることについて今まではあまり深く考えたことはなかった」という発言からは、今まで
に出会ったことのない人たちと深く関与し深く考えるディープ・アクティブラーニングが見られる。
また、異文化間能力として、相手に対する敬意（Respect）や、良し悪しの判断を保留するオープンな
心（Openness）を修得している様子がわかる。「拒否する感情がわいても一旦冷静になって自分を見る
ことができるようになったかな」からは、自分の行動をコントロールする、メタ認知力の醸成がわか
多様性の理解 
将来に必要な力 
行動 
楽しむ・興味 
学生 A  
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る。 
「将来に必要な力」での語りには、得られた知識を未来の自分に当てはめて考えている様子がうか
がえる。「ゼミの本を読んでるときに、自分は糸木さん（著者）みたいに継続する力がないなって思っ
ていて、習い事とかも途中でやめたりしてて、何かを極める、一つのことに集中する力はこれからも
必要だと思いながら読んでいた」「継続したり、一つのことに集中する力って、趣味だけじゃなくても
業務とか他のことにも関係するかなって思って、会社に入ってからもそうだなと」と述べており、体
験を一般化し今までの自分や将来の自分と関連付ける、深い学習が行われていることがわかる。 
「行動」では主体的に行動ができるようになった様子がわかる。語学力は非常に高いが、コミュニ
ケーションを積極的にとらない学生であったが、1 年間の活動を経て変化が見られた。「前だったら、
ま、いっかって思ってたんですけど、今では行動に移せるようになった気がします」「台湾研修で行動
することが多かった。自分の設定したことが自分から心を開くことだったから、そんな場面があると、
あ、やらなきゃって思ってた」からは、春学期の活動を通して設定した行動目標を意識しながら日々
を過ごすことで変化が起こり、自ら行動するという望ましい外的変化（Desired External Outcome）が見
られた。また、以前の留学体験と結び付けた、「留学してた時にゼミの知識があったら、苦しいことは
少なかったと思うから、知識は大事だなって」という発言もあった。ここには、現在の自分と過去の
自分の状況を客観視し、比較しているメタ認知力の一端を見ることができる。 
「楽しむ・興味」では、体験を純粋に楽しみ、さらに興味がわいてきた様子がわかる。「ゼミで本を
読んだりして、そこで楽しむことは大切なんだって理解して、台湾研修に行ってみて実際楽しかった
ので、楽しむことは大切だって」「1 年間通して新しいことを知って、違う文化にもっと触れてみたい
と思うようになった。知識が増えて触れてみて、楽しいからもっと知りたいサイクルがある。台湾で
は目の前のことで手いっぱだったけど、帰ってきてレポート書いてたらそんな感じだった」の発言か
らは、知識が増えて新たな興味がわくという、効果的な学習サイクルがみてとれる。新たな興味は、
異文化間能力の基盤にある興味・発見（Curiosity and Discovery）が育まれたことを意味する。また、帰
国して落ち着いてからの振り返りで発見することがあったという発言からは、体験から少し時間をお
いてからの振り返りの大切さもわかる。 
学生 A には、1 年間の活動を通して、物事を一般化し関連付ける深い学習、自分の行動を客観的に
見るメタ認知力の醸成がみられた。また、知識を行動に移すこと（内化－外化）によって、異文化で
望ましい行動がとれるようになっていることも観察できた。 
 
6.2 学生 B 
 学生 B は、英語力は中程度、短期の海外渡航体験が数回ある学生であった。明るい性格で、ゼミ
でのディスカッションや台湾滞在中も積極的に他人と関わることができていた。クラスター分析の結
果、「国際理解・多様性」「アイデンティティの気づき」「異文化に関する考え方」「充実・興味」の 4
つのクラスターが検出された。 
 「国際理解・多様性」の語りでは、多様性を理解することにより視野が拡大したことが観察できる。
「国際理解とか、多様性って考えてないと、他のワードが出てこない。ベースの考え方みたいな。そ
ういう考え方の基礎があって、そのほかのことが理解できると思う」という語りは、学生 A にも見ら
れ、多様性について学び、体験したことが彼らの考え方の根底に置かれたことがわかる。また基盤と
する考え（多様性）に体験や知識を結び付けて理解することで、深い学習、深い理解に発展した。 
「ゼミを通して勉強して、知らなかったことが見えるようになったから、そういう点では盲点になっ
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てた部分が、新しい自分の視野として見れるようになった」という部分では、新しい知識の獲得
（knowledge）、視野の広がりがわかる。 
 「アイデンティティの気づき」は、多様な人との関りから、自分のアイデンティティに気付いてい
く様子がわかる。「（アイデンティティは）自分におきかえれば日本文化、日本人で、世界ではみんな
違うから多様性があって、それがあるから、自分は日本人のアイデンティティがあるなって思った」
「日本にいると、自分は日本人だって思うことがないけど、多様な人種がいる状況だということを知
ると、やっぱりそうだなって思う」という部分では、多様性のある環境に身を置くことで自文化が際
立ち、自分が日本人であるという自覚が新たになっている。単に国籍が違うということだけでなく、
アイデンティティという抽象的な概念に理解が及ぶ、深い理解が観察できる。 
 「異文化に関する考え方」では、体験を通してメタ認知力を得たことがわかる。このクラスターの
中に「大人な考え」という項目があり、それについて学生 B は「大人な考え方っていうのは、自分が
中心じゃない考え方をするっていう意味で、相対的に見れることは自文化中心主義じゃないってこと
だと思う」と語っており、文化相対的な考え方が芽生えている。また、メタ認知力がついてきたこと
も、「自分と相手の文化を比較して、こういうところはいいところがあるっていう風に、客観的に見る
ことができるようになった」「異文化適応のプロセスを勉強していたから、自分の行動とかを客観的に
見れるし、こうなっているのはこういう訳で、みたいな分析もできた」という語りからわかる。客観
的に物事を見るメタ認知力が働く背景には、異文化適応プロセスを学習し知識として内化したことが
あり、それが状況に応じて外化された例であろう。 
 「充実・興味」に入っている項目は、全体的にポジティブなものが多い。学生 A と同様、1 年間の
活動、特に台湾での体験は楽しいと感じ、達成感も得られたようだ。「まず、何事にも興味を持ってい
ることから始まって、楽しいことや、楽しくないこともあるけど、苦難とか乗り越えた先に充実があ
った。達成感みたいなものはどこからくるか、1 年間ゼミをやるうちにわかってきた」と語っており、
異文化間能力の根底にある、興味（curiosity）が 1 年間の活動を通して喚起され、新たな学習への意欲
も醸成されていた。これは学生 A で見られた、効果的な学習サイクルであろう。 
  
図 4 学生 B クラスター分析結果デンドログラム 
国際理解・多様性 
ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨの気づき 
異文化に対する考え方 
充実・興味 
学生 B 
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学生 B には、積極性や相手との関りなどの行動面よりも、多様性やアイデンティティなど思考面
に関する発言が多くみられた。これは、既知の概念と関連付ける、自分自身を分析するといった、深
い理解や深い学習が行われた結果だということができる。また、その結果としてメタ認知力が醸成さ
れ、異文化間能力の向上も見ることができた。 
 
6.3 学生 C 
 学生 C は、海外渡航経験がなく英語力もあまり高くなかったため、1 年間の活動の中心である台湾
研修に対しての不安が非常に強かった。自分に自信が持てず、新しいことに対する一歩がなかなか踏
み出せない性格であった。クラスター分析では、「異なる環境への拒否」「相手との関わり」「異文化
での行動」「異文化への適応」の 4 つが検出された。 
 
 
図 5 学生 C クラスター分析結果デンドログラム 
 
 まず「異なる環境への拒否」には、言葉が通じない、日本に帰りたい・辛かったという項目が入っ
ており、初めての海外滞在での葛藤が見える。「初めて行った海外で、台湾と日本のギャップにやられ
て… そういうちっちゃい日本との違いが積もり積もっていやだってなった。本当に拒否してた」「そ
れに加えて、言葉が通じないから、ほんとに帰りたいって、日本だったらこんなことないのにって思
ってて」という語りからもそのことがわかる。これは、Bennett（1986）の異文化感受性発達モデルの
ステージ 1 拒否およびステージ 2 防御の状態であり、ここを通過しないと異文化適応は進まないが、
時間が経つにつれ「つらかったけども、がんばらないといけないと思うこともあった」という発言に
もみられるように、少しずつ改善に向かっていた。学生 A、B にはこれらのステージは見られず、異
文化適応も比較的スムーズの進んでいったように見えた。 
 「相手との関わり」ではやや前進が見られ、コミュニケーションを通して、相手との関りを楽しも
うとしている様子がわかる。「（台湾で）最初は日本が一番いいっていうのがずっとあって、英語もわ
異文化での行動 
相手との関り 
異なる環境への拒否 
異文化への適応 
学生 C 
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からないから、全然相手のことを知ろうともしなくて。でも自分で訳したりして、相手のこととか相
手の意見とか尊重したりしてたら、相手のことがわかるようになって、だんだん話もできるようにな
って、分かり合えてきたらどんどん楽しくなってきた」とあるように、異文化にいる相手と深く関わ
ることにより、相手を思いやる態度（Respect）が生まれ、それが自分から効果的にコミュニケーショ
ンを働きかける望ましい外的変化（Desired External Outcome）を導いていった。 
 「異文化への適応」では、異文化での積極性が適応を促進することがわかる。「言葉が通じないって
いうのを痛感して、なんかもうちょっとできるようになろうって思って動き始めたのが 4 日目くらい
で、少し適応したと思う」と語っており、その後は「わからなくてもジェスチャーや写真使ってコミ
ュニケーションすることができるようになった」と語っており、効果的にコミュニケーションをする
方法を考え、行動に移す望ましい外的変化（Desired External Outcome）が見られた。異文化でのコミュ
ニケーションを経験して、「わからない文化の人たちが来るから、情報をちゃんと蓄えて話するとか、
話題考えるとか、そういう知識みたいなものもすごい大事なんだと感じた」と振り返り、行動（外化）
を支える知識（内化）の重要性にも気づいた。 
 「異文化での行動」では、行動していくことで成長していく姿が見られた。春学期の活動を通して
設定した行動目標（グローバルマインド）を実行に移そうという葛藤が「日本でグローバルマインド
とか考えて行ったのに、行動に移すのはすごい難しかった」に表れている。その後、試行錯誤を繰り
返しながら「なかなか自分のことを言えなくて、でも頭で考えているよりは、積極的に行動に移した
方がいいなって言う風に考えが変わってきて、そういう風にしてからは自分でも行動しやすくなった」
とあるように、行動に対する考えが変わり、その後行動に移すことができるようになったという、望
ましい内的・外的変化（Desired Internal / External Outcome）が見られた。また、「1 年間の活動で自分の
考える幅が広がった。やっぱり色んな考え方があるって思ったし、相手にわかってもらえるように努
力するようになった」からは、視野の広がりや、相手への敬意（Respect）が見られた。 
 学生 C は、環境に適応するまでにやや時間がかかり、その間の葛藤が見られた。ここには英語力も
影響しており、コミュニケーションの積極性と共に、言語力の重要性にも気づいていた。また、「考え
すぎないで動いた方がよかった。やってみてわかった」という発言にもみられるように、行動するこ
と、関わることで望ましい行動ができるようになっていった。学生 A や B と異なり、目の前の物事に
対処することに労力を奪われ、深い理解や深い学習につながる発言はあまり見られず、メタ認知力の
醸成までは至っていないように感じられた。 
 
6.4 3 つのケースの総括 
 3 つのケースを通して、プログラムから得られたものは何か、ディープ・アクティブラーニングは
行われていたのかを質的に考察した結果を、3 つのポイントで述べたい。1 つ目は、1 年間の活動を
通して参加者に異文化間能力とメタ認知力が醸成されたことである。Deardorff（2006）で示された、
異文化間能力の基盤である、Required Attitude（Respect, Openness, Curiosity and Discovery）は、どの参
加者にも得られたものとして示された。また、異文化の中で適切に行動ができるようになった、相手
と友好な関係が築けた、自分が目標としたように行動できるようになったなど、Desired External 
Outcome も見ることができた。ピラミッドモデルの最上段まで達することができたのは、1 年間の活
動の大きな収穫であろう。さらに、学生 A と B には、自己の活動、思考、感情などを客観的にとら
えて評価し制御する、メタ認知力が得られたことが観察された。メタ認知力を高めるには実体験を通
した試行錯誤が欠かせないが、本プログラムは、そのために必要な実体験の場を提供することができ
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た。特に、実際の異文化コミュニケーションを体験することになった台湾研修では、毎日ジャーナル
を記入することや、レポート作成を通してセルフモニタリング力が高まったようだ。 
2 つ目は、学生の変化の基盤にあるのは、深い関わり、深い学習、深い理解を生み出す内化と外化
の活動だということである。このプログラムは、意識的に内化・外化・批評が繰り返し行われるよう
に設定された。そして、プログラムを通して深い関わりが生まれるようなしかけ（台湾での現地学生
との交流、グループでの振り返りなど）を作った。また、外化に耐えうる知識を蓄積するための内化
活動は、重要なポイントであると考え、春学期を使ってじっくり文献研究を行った。十分に知識がな
い場合には、その後の外化が上手くいかないだけでなく、批評のステージでの自分の行動に対する評
価も浅くなってしまう。学生 A と B では、内化された知識を使って、目の前の事象や自分の心理状
況を分析し、共通点を探したり、知識と行動を関連付けてそこに意味づけを行う、深い理解や学習が
行われていた。学生 C の発言にはこの部分が少なかったことから、やや深い理解やメタ認知力が醸
成されるためには、ある程度異文化体験を積んでいくことが必要だと言える。初めての異文化体験の
場合には深い理解や学習までは求めず、まずは五感を使って感じること、体験して感じたことを記録
すること、相手と友好な関係を作るためのコミュニケーションに励むことに専念し、体験が終わって
から少しずつ理解を進めていくことがよいかもしれない。 
3 つ目は、深い学びを導く、振り返りの重要性である。体験学習はともすると体験することがゴー
ルになり、その後の活動がおろそかになってしまう場合がある。今回はレポート作成と最終発表に向
けて、自分の体験にじっくり向き合う時間を十分にとった。また、現地でも毎日ジャーナルにその日
の思いを書くことで、短いながらも振り返りを取り入れた。振り返りでは、自分の経験や出来事を、
いったん離れた場所から観察し意味づけをするが、経験はこのステップを経て学びへと変化する。振
り返りのタイミングも重要であり、経験を学びに変容させていくには、毎日の体験を忘れないように
行う振り返りと、やや時間をおいて自分を客観的に分析できる振り返りを組み合わせていくことがよ
いのではないかと考える。 
 
7．おわりに 
本研究では、1 年間のディープ・アクティブラーニングを取り入れた異文化コミュニケーション能
力育成プログラムを通して、参加者は何を得たのかについて 3 名の PAC 分析を基に探求した。その結
果、1 年間の活動を通して参加者に異文化間能力とメタ認知力の醸成が確認された。異文化間能力の
中でも、異文化間能力の基盤である Required Attitude（Respect, Openness, Curiosity and Discovery）の習
得は、どの参加者にも確認された。海外滞在が初めでであった学生 C にははっきりとは確認できなか
ったが、複数の海外渡航経験を持つ学生 A と B には、自己の活動、思考、感情などを客観的にとらえ
てセルフコントロールを行う、メタ認知力が得られたことが観察された。また、参加者に変化をもた
らしたものは、深い関わり、深い学習、深い理解を生み出す内化と外化の活動であったこともわかっ
た。実践（外化）に耐えられるだけの知識（内化）があると、内化―外化のサイクルが上手く回りだ
し、参加者の動機付けも高まった。そして、実践からの学びを深めるための振り返りの大切さも再確
認された。単なる体験に終わらせず、そこから学びを導き出すためには、丁寧な内省活動とそれを導
く教育的介入が不可欠である。 
これまでの実践により、海外滞在期間自体は短くても、事前事後の活動を充実させることによって
異文化間能力を伸ばすことは可能であることがわかった。今後の課題を 2 点あげる。1 点目は、効果
的な内省の方法を探ることである。今回の研究でも内省活動の大切さが浮きぼりとなった。振り返り
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の時期、方法に関してさらなる探求を続けたい。2 点目は、今回得られた結果を基に、よりプログラ
ムを進化させることである。核となる体験の事前事後において、深い学びを導く活動について更なる
試行錯誤が必要である。人は直接的な体験を通して成長する。そのために必要な機会を今後も提要で
きるよう、改善を続けていきたい。 
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SUMMARY 
This paper describes what participants acquired through an intercultural communication program. This one 
year program consists of three phases (pre-training, oversea training, post-training) and it is designed based 
on a deep active learning framework. PAC (Personal Attitude Construct) analysis is applied to investigate the 
change and improvement of the participants. The results indicate that the participants acquired intercultural 
competency, especially the required attitude, which includes respect, openness, curiosity and discovery. 
Moreover, the gained the metacognitive ability to monitor their behavior and analyze their experiences.   
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